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加茂谷中学校  人権通信  

きずな  第 1 月号  

 202２年 12 月 2３日（金）発行  

 

加中人権スローガン  

「気づき・考え・行動する」  

 

 

めざす学校像  
「希望と笑顔があふれる楽しい学校」 

 

今年のふり返りを来年へつなげていこう！  

12 月 1２日に，今年の世相を漢字一文字で表す師走恒例の「今

年の漢字」が発表されました。今年の漢字は「戦」で，ロシア

のウクライナ進行により，「戦」争の恐ろしさを目の当たりに

した一年であったことと，円安・物価高による生活上での「戦」

い，スポーツでの熱「戦」・挑「戦」も注目された，とされて

います。ちなみに，２位以降は「安」，「楽」，「高」と続き

ました。みなさんにとって今年の漢字は何になったでしょうか。このことを考えることで，

今年の自分自身をふり返ってください。そして，この振り返りを是非，２０２３（令和５）

年につなげていきましょう。  

 

あいさつ・「はい」の返事から学ぼう  

 普段の生活の中で，あいさつと返事は人が生きていくうえでとても大切なことと感じて

います。  

 「あいさつ」というと「おはようございます。こんにちは。さようなら。」と時と場に

応じて様々なあいさつがありますが，あいさつをされるとみなさんはどのような気持ちに

なりますか。気持ちがいいですよね。これはみんな同じことだと思います。あいさつは 1

人でするものではなく，相手がいるからこそできるものです。お互いに顔を合わせて行う

あいさつは，お互いを大切にすること，尊敬することにもつながります。また，あいさつ

をすると「調子はどう？」「今日はいい天気だね。」などと会話の始まりにもなります。  

 「はい」の返事は，名前を呼んだときや話をしているときに「はい」と返事をしてくれ

るととてもすがすがしい気持ちになりますよね。「はい」という返事はあなた自身を大切

にすることと同じです。はっきりと大きな声で「はい」と返事ができるということは自分

自身を大切にしていることができている人なのです。  

 みなさんも，新年を迎えるにあたりあいさつと返事の大切さを見直してください。そし

て，新年を迎えて初めて会った人には大きな声であいさつをしましょう。普段の小さな事

柄ですが，地道に続けていくことで，みなさんの生活をより豊かにしていくでしょう。  
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家庭人権学習の日（毎月第１日曜日）にご家族で読んでみてください！ 
 

あたりまえってなんだろう  

 
 西川  奈美希  

 

今の世の中外へ出て町を歩くと，ほとんどの人がマスクをしている。絶対につけなけれ
ばならないというわけではないのに。法律があるわけでもないのに。自分の身を守るため
家族のためまたは，国のためにしている。日本は，マスクをするという習慣がある国。今
の状況はあたりまえだろう。  
 私のお父さんは障がい者を支える福祉支援センターで働いている。いろんな方からの相
談を受けたり障がい者の方と会話をしたり，お手伝いをしたりしている。緊急事態宣言が
出されたときでも毎日仕事にいっていた。障がい者の方も変わらずセンターに来ていた。  
 最近，仕事の話を聞いた。障がい者についての話だった。障がい者とコロナ。考えたこ
とがなかった。話を聞いているときにふと思った。お父さんに聞いてみた。  
「障がい者の方って，マスクできるん？」  
「できへんよ。」  
とお父さんは答えた。  
「コロナっていうのも分かってるんかな。」  
「どうゆう状況なんかもわかってへんよ。」  
といわれたときはびっくりした。全く知らなかったし，本当に考えたこともなかった。な
ぜならあたりまえだと思っていたから。お父さんがくわしく話してくれた。  
「自閉症の人とかは，それが何だかすら分かっていない人もいる。仮にしんどくなって検
査を受けることになっても，大変なことになるだろう。だからそれ以外のところで感染対
策はしているよ。」  
 自閉症のことは少しだけ知っていた。マンガで読んだことがあった。それが全てだと思
っていた。こんなことまで大変だなんて，自分は何も知らなかった。それからいろんなこ
とを考えた。話を聞いてよかったと思う。  
 障がい者の方がマスクをつけるのは難しいということを知らない人は多いと思う。みん
ながあたりまえだと思っているから。そうでないということを分かってほしい，知ってほ
しい。障がい者だというだけで，マスクをしていないだけで周りから目を向けられるかも
しれない。何も悪くない。「マスクをしていない」ではなく「なんでマスクをしてないの
だろう」と思うことができたらいいだろう。でもなかなかできない。だからまずは知って
もらうことからだ。障がい者についてもっと知ってほしい，優しくなってほしい。私もこ
う思うけれど，お父さんもこう思いながら毎日仕事をしているだろう。私はお父さんのや
っている仕事はきらいではない。はずかしくもない。お父さんの仕事は誇りに思う。  
 誰もができることを簡単にあたりまえだといってはいけない。この状態であたりまえだ
ったことができなくなった。それも含めて考えさせられた。あたりまえってなんだろう
と。  

 
（第４1 回わたしからの人権メッセージ特選作品） 

 


